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PRESS RELEASE  2026/7/13  
    

 

北海道の最奥地でマメ科の新種ポロシリオウギを発見 
 

ポイント 

・マメ科ゲンゲ属の新種 Astragalus poroshiriensis Kimura-Yokoyama & Shutoh を発見。 

・発見された場所は、百名山最難関とも言われる日高山脈北部幌尻岳山麓の石灰岩断崖（新冠町）。 

・淡紫色の花をもち、萼筒がやや長く、豆果が無毛で、小葉の表面が無毛であることなどが特徴。 

 

概要 

北海道大学総合博物館ボランティアの横山（木村）耕氏と同館の首藤光太郎助教の研究グループは、

日高山脈北部幌尻岳山麓の石灰岩地*1 で、マメ科ゲンゲ属の新種を発見・報告しました。発見された

産地に基づき、この植物をポロシリオウギ Astragalus poroshiriensis Kimura-Yokoyama & Shutoh と

命名しました。 

横山氏は、2024 年に幌尻岳山麓の石灰岩の断崖上で、見慣れないマメ科ゲンゲ属を発見しました。

既知の国内に分布するゲンゲ属の種とは一見して形態が異なっており、またゲンゲ属は非常に狭い範

囲での多様な種分化が生じている植物であることから、発見したその日のうちに未記載種であること

が疑われました。形態を同属 Oroboidei 節の既知の種と比較したところ、淡紫色の花をもち、萼筒が

やや長く、豆果*2 が無毛で、小葉*3 の表面が無毛であることなどから、いずれの既知種とも独立した

複数の形質に基づいて識別でき、未記載種であったことが分かりました。ポロシリオウギは、日高山

脈北部の石灰岩の断崖上のみに特産する植物です。発見したその日に未記載種であることが疑われる

ほど形態的に顕著な種が見つかることは、現代の日本では稀です。現地で開花していた個体は 30 個

体程度であり、今後保全やモニタリングを計画していく必要があります。 

なお、本研究成果は、2026 年 7 月 9 日（木）公開の Phytotaxa 誌にオンライン掲載されました。 

 

 

 

新種ポロシリオウギ Astragalus poroshiriensis の写真 

 



 2 / 5 

【背景】 

マメ科ゲンゲ属 Astragalus は、約 3,000 種を含む、世界中で最も多様な維管束植物の属として知ら

れています。多くの種が非常に狭い範囲にのみ分布することから、世界中で多様な種分化が生じまし

た。地中海地方から中央アジアにかけた地域で 1,500 種を超える高い多様性が見られる一方で、日本

（11 種）や極東ロシア（27 種）での多様性は限定的で、固有種の数についてもサハリン島と日本を

合わせて 6 種と、他地域と比較して少ない傾向があります（図 1）。多くの日本人にとっては、ゲンゲ

（レンゲ）は身近である一方で、多様性に富むと言われても実感が湧きにくい植物群です。 

北海道大学総合博物館ボランティアの横山（木村）氏は、同館の首藤助教と共同で、2024 年から北

海道新冠郡新冠町の幌尻岳周辺の石灰岩地で植物相調査*4 を進めていました。幌尻岳は日高山脈北部

に位置し、登頂の難易度が高いことから日本百名山の中でも最難関の一つと言われており、北海道に

おける最奥地の一つと言っても過言ではありません。この調査のため幌尻岳山麓に位置する石灰岩の

露頭（断崖）を訪れた際（図 2）、横山（木村）氏は、この断崖上に見慣れないゲンゲ属の植物が生育

していることを発見しました。 

この見慣れない植物は、淡紫色の花をつけていました。日本国内に分布するゲンゲ属の中で紫色の

花をつけるものは、近年出版された図鑑や分類学的な文献によると、4 種しか知られていません。そ

のいずれの種とも一見して形態が異なることから、日本国内でまだ認識されていない種であるという

ことが、すぐに分かりました。横山（木村）氏はその日のうちに首藤助教へ連絡し、ゲンゲ属が上記

のように多様化した植物であったこと、石灰岩地では特有の種分化がしばしば生じること、日高山脈

には多くの固有種が分布することから、その場で未記載種の可能性が浮上しました。 

そこで横山（木村）氏と首藤助教は、この植物の正体を確かめるために研究を始めました。その日

のうちに未記載種の可能性が疑われるほど形態的に顕著な植物が見つかることは、植物相研究がよく

進んだ現代の日本では稀であり、貴重な体験でした。この植物の研究過程で、昨年発表したもう一つ

の新種「スガワラオウギ A. sugawarae Kimura-Yokoyama & Shutoh」が標本庫内から発見されまし

た。 

 

【研究手法】 

発見した植物を現地で採集し、複数の証拠標本を作成しました。作成した証拠標本の形態を観察・

計測し、北海道大学総合博物館陸上植物標本庫（SAPS）に収蔵された標本、既存の文献、ウェブ上で

入手した標本の画像などを活用し、ゲンゲ属 Oroboidei 節の世界中の種のものと比較しました。特に、

ミナミシュミットソウ A. austrosachalinensis N.S.Pavlova（モネロン島に固有）、シュミットソウ A. 

sachalinensis Bunge（サハリン島に固有）、スガワラオウギ A. sugawarae（サハリン島に固有、研究

過程で新種として認識）、シロウマオウギ A. shiroumaensis Makino（本州中部に固有）、A. 

taipaishanensis（中国太白山に固有）の 5 種と形態が類似しており、これらの種とより重点的に形態

を比較しました。 

 

【研究成果】 

今回発見された植物は、既知のゲンゲ属 Oroboidei 節に含まれる種のいずれとも異なる形態を有し

ていました。特に形態が類似する前述の 5 種のいずれからも、淡紫色の花をもつこと、萼筒が長いこ

と、豆果が無毛であること、小葉の表面が無毛であること（図 3）などの独立した複数の形質により

容易に識別することができました。 

これらの結果により、今回発見された植物は未記載種であると結論し、生育地に由来する和名及び

学名「ポロシリオウギ A. poroshiriensis Kimura-Yokoyama & Shutoh」を命名しました。ポロシリオ
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ウギは、世界中でも北海道日高山脈北部の石灰岩地にのみ分布する、固有の植物です。日高山脈では

これまで 12 の固有種（種内分類群を除く）が知られており、これらのうちヒダカアザミ以外はすべ

て半世紀以上前の発表で、古くから知られています。今回、1999 年に発表されたヒダカアザミ以来

27 年ぶりに日高山脈の固有種が 1 種増えることになりました。到達困難な場所が多く、植物相の調

査が十分に進んでいない日高山脈の植物相を理解していくうえで、重要な発見と言えます。 

ポロシリオウギの種分化は、スガワラオウギと同様に、この地域の石灰岩地で生じたと考えられま

す。生育地が断崖上であるため正確な個体数の把握は困難ですが、現地で開花している個体は 30 個

体程度と非常に少数です。生育地が奥地であることから開発による消滅の可能性は高くないかもしれ

ませんが、今後保全やモニタリングを検討していく必要があります。 
 

【今後への期待】 

スガワラオウギとポロシリオウギの発見により、北海道やサハリン島周辺の非常に狭い範囲や石灰

岩地のような特殊土壌においても、ゲンゲ属 Oroboidei 節の多様な種分化が生じていたことが明らか

になりました。一部の種の現地調査が困難であることから、系統関係や種分化の過程については、ほ

とんど明らかになっていません。このような研究を進めるためには、まず、どこにどのような固有種

が分布・現存しているか、地道に調べていくことが重要です。各地の植物相調査が進むことで、ひょ

っとしたらポロシリオウギのようなごく狭い範囲に生育する新たな固有種が他にも見つかるかもし

れません。 

 

【関連するプレスリリース】 

北海道大学プレスリリース「標本庫から見つかった消息不明の新種スガワラオウギ～約 90 年前に

サハリン島で 1 度だけ採集されたマメ科ゲンゲ属～」 

発表日：2025 年 10 月 14 日（火） 

ＵＲＬ：https://www.hokudai.ac.jp/news/2025/10/901.html 

 

論文情報 

論文名 Astragalus poroshiriensis (Fabaceae), a new species from limestone outcrops in the 

Hidaka Mountains, Hokkaido, Japan（北海道日高山脈の石灰岩露頭から発見された新種ポ

ロシリオウギ） 

著者名 横山（木村）耕 1、首藤光太郎 1（1 北海道大学総合博物館） 

雑誌名 Phytotaxa（植物分類学の専門誌） 

ＤＯＩ 10.11646/phytotaxa.766.2.2 

公表日 2026 年 7 月 9 日（木）（オンライン公開） 

 

お問い合わせ先  

北海道大学総合博物館 助教 首藤光太郎（しゅとうこうたろう） 

ＴＥＬ 011-706-4508  ＦＡＸ 011-706-4029  メール shutoh@museum.hokudai.ac.jp 

ＵＲＬ https://www.museum.hokudai.ac.jp/ 

配信元 

北海道大学社会共創部広報課（〒060-0808 札幌市北区北 8 条西 5 丁目） 

ＴＥＬ 011-706-2610  ＦＡＸ 011-706-2092  メール jp-press@general.hokudai.ac.jp 
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【参考図】 

 
図 1. 日本及びサハリン島で知られる、非常に狭い分布範囲をもつマメ科ゲンゲ属各種の分布。Kimura-

Yokoyama & Shutoh 2026[発表論文]を和訳。 

 

 
図 2. ポロシリオウギの生育環境である石灰岩の露頭。 

 

 
図 3. ポロシリオウギの形態的特徴。淡紫色の花（左）、表面が無毛の小葉（中）、無毛の豆果（右）。 
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【用語解説】 

＊1 石灰岩地 … 炭酸カルシウムを主成分とする塩基性の石灰岩が広がる土地のこと。特殊な生育環境

に適応した植物（好石灰植物）の種分化がしばしば見られる。 

＊2 豆果 … 莢（さや）と呼ばれる果皮の中に種子が入っていることが一般的なマメ科の果実のこと。 

＊3 小葉 … 分裂した 1 枚の葉（複葉という）がもつ 1 枚 1 枚の小さな葉のこと。 

＊4 植物相調査 … ある地域に生育するすべての植物種を網羅的に調べ、チェックリストを作成するた

めの調査のこと。 


